
　
　
　
　
農
桑
殖
域
に
踊
玄
皇
ン
髪
ル
ブ
レ
・
あ
業
織

あ
ρ
江
等
と
あ
乙
が
ジ
レ
れ
ら
σ
原
形
恕
復
齢
す
る
直
接
資
料
は

侮
も
罰
な
い
乃

結

び

　
心
土
で
大
上
塔
と
金
堂
の
現
形
と
原
形
の
閥
係
を
概
論
も
た
の

で
み
る
が
、
上
代
建
築
に
於
て
は
ご
の
や
う
な
異
欺
の
あ
る
こ
乏

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
普
通
の
こ
と
で
．
む
し
ろ
．
義
ら
は
未
轄
原
形
が
比
較
難
破
さ

れ
て
る
ろ
方
に
属
す
る
で
あ
ら
う
。
伺
更
に
建
築
史
學
上
の
課
題

　
　
　
　
第
耳
や
一
巻
内
第
露
・
頭
號
　
　
一
二

と
し
て
は
q
解
題
の
機
會
を
秘
翔
し
て
噛
建
築
懲
艦
の
、
技
法
上
の

聞
題
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
あ
吟
、
そ
れ
ら
の
解
決
は
ひ
い
て
當
、

代
文
化
の
性
格
と
よ
端
を
示
唆
す
る
こ
と
＼
も
な
る
で
あ
ら
う

が
㌦
今
は
唯
原
形
復
原
の
問
題
に
の
み
騰
れ
て
こ
れ
ら
の
黙
は
制

愛
す
る
こ
と
、
し
た
次
第
で
あ
る
。
，
津
ひ
に
以
上
に
．
よ
っ
て
愚
物

七
つ
い
ぞ
の
正
し
い
理
解
に
幾
分
で
も
費
す
る
こ
と
が
三
聖
れ
ば

望
外
の
幸
で
あ
る
。

（　12・　）

農
業
地
域
に
關
す
ろ
エ
ン
ゲ
ル
プ

レ

ヒ
ト
の
業
績

　
地
理
皐
を
以
っ
て
地
誌
的
科
學
（
Ω
6
ざ
ケ
肴
賞
。
ゴ
？
♂
き
鷲
2
羨
畠
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

⇒
）
と
辮
す
る
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
（
㌦
！
。
剛
歯
②
け
酔
謡
O
閂
，
）
の
見
解
に
は
直
ち
に

哉〃
亦

田

武

雄

、
左
穣
し
得
な
い
と
し
て
も
、
鍛
べ
と
も
地
理
學
の
隅
的
が
、
地
域

的
個
性
の
陶
明
に
存
す
る
こ
と
は
否
み
得
な
い
で
あ
ら
う
。
叢
し

地
表
の
各
地
域
が
何
等
の
個
性
を
有
芋
、
全
べ
問
質
不
憂
で
あ

る
と
す
る
な
ち
ば
地
理
羅
そ
の
も
の
も
亦
湯
立
し
得
べ
き
意
義
を



失
に
ね
ば
な
貯
な
い
ゆ
從
っ
て
地
域
的
個
性
を
蕉
確
に
把
握
し
Y
r

表
現
す
る
ご
と
が
地
理
墨
の
申
心
醐
課
題
で
あ
る
と
蒋
適
す
な
ら

ば
、
地
域
こ
そ
地
理
離
猫
自
の
封
象
領
域
と
云
ひ
得
ち
。
即
ち
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
　
　
　
　
　
ヘ
セ

域
と
は
地
球
表
面
に
或
る
ひ
ろ
が
り
を
持
つ
乏
ご
ろ
の
特
定
の
地

表
蔀
分
で
あ
乃
と
共
に
、
を
れ
は
ま
た
何
等
が
の
意
味
に
於
て
、

そ
こ
に
分
布
す
る
課
現
象
の
綜
合
的
露
骨
を
構
成
す
る
為
の
と

解
ざ
れ
お
。
換
轡
す
れ
ば
、
諸
地
域
が
全
地
表
φ
う
ち
か
ら
夫
々

特
楚
の
ひ
ろ
が
め
を
持
つ
地
表
部
分
と
し
て
匪
調
さ
れ
る
の
は
Y

払
・
こ
に
分
布
す
る
数
、
多
の
現
象
間
に
品
等
か
の
統
…
性
が
見
斑
さ

れ
∴
、
る
れ
が
そ
の
地
域
的
欄
性
を
形
成
す
る
か
ら
で
あ
る
ゆ
從
つ

で
逆
に
、
、
特
殊
．
性
を
同
じ
く
す
る
地
表
部
分
の
総
湯
が
…
塊
域
を

・
構
…
成
す
る
と
も
云
猷
得
る
で
あ
ち
う
。
．

然
ら
旙
域
感
性
を
求
φ
よ
う
乏
す
る
・
・
ど
ば
、
究
警
於

で
、
地
域
を
設
定
す
る
こ
と
に
外
な
％
な
い
。
弼
へ
蔵
諸
地
黙
の

氣
候
槻
灘
の
管
渠
か
ら
、
略
同
｛
の
氣
候
を
有
す
る
地
黙
を
求

め
ジ
、
れ
等
の
地
勢
手
玉
す
⇔
地
表
鄭
分
を
以
っ
工
襲
乏

落
な
長
、
凄
、
の
際
窃
特
蕃
舞
去
ふ
磯
納
響

鍵
暴
、
羅
遍
域
の
奮
τ
の
う
、
地
域
護
峯
驚
。
～

　
　
　
　
鰹
簿
堀
地
鍵
胴
に
繍
嚇
す
る
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
⑳
盤
小
鰭
脳

斯
㊨
如
饗
す
る
な
ら
ば
、
地
域
の
談
定
は
地
域
的
個
性
の
究

明
の
前
提
と
し
て
、
恰
も
罐
史
黎
，
の
研
究
、
に
下
し
て
時
代
の
剣
期

、
を
必
凄
と
す
漏
如
く
周
地
理
學
の
研
究
に
と
っ
て
基
「
本
望
な
意
義
、

を
有
し
て
居
る
。
從
っ
て
ヶ
ッ
ペ
シ
（
ノ
＜
・
・
開
ε
娼
9
日
）
の
藩
候
甑

や
フ
↓
1
下
り
ッ
ヒ
　
（
等
τ
団
巳
骨
》
）
の
維
濟
段
階
に
遡
る
地
域

多
分
の
如
く
、
自
然
的
附
係
、
丈
化
的
闘
係
、
或
は
維
濟
的
弓
係

等
種
々
の
基
準
に
依
り
、
ま
t
夫
々
の
立
場
が
ら
、
從
來
多
く
⑫

、
地
域
の
設
定
が
行
は
れ
て
來
t
。
併
し
．
そ
れ
等
の
う
ち
で
も
特
に

注
機
さ
る
べ
き
港
の
と
滋
て
は
瀞
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
農
業
地

元
の
研
究
が
離
げ
ら
れ
る
。
・
殊
に
ニ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ビ
ト
が
チ
漏
ー

ネ
ン
（
一
」
H
・
く
書
ゴ
拳
’
§
ゾ
の
農
業
立
地
埋
論
に
基
い
て
、
二

の
地
薬
に
馨
．
卜
如
点
る
路
地
音
量
す
ゆ
か
護

耀
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
は
、
デ
ィ
」
ト
リ
ッ
ヒ
（
一
W
し
　
回
）
一
〇
骨
掃
あ
〔
」
μ
）

が
指
摘
し
τ
昼
逝
く
・
地
理
學
と
維
濟
隊
一
鞭
を
轡
接
に
關
係
づ

　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
、
　
　
　
．
r
　
　
　
　
　
　
　
　
．

曾
・
た
意
味
に
於
い
て
㍉
維
露
地
、
理
學
の
弥
野
糞
に
煙
し
・
て
多
大
の
貢

献
を
な
し
た
の
み
な
ら
す
、
ヴ
ァ
イ
ベ
ル
（
目
、
．
♂
く
一
一
四
一
U
O
一
）
は
エ
シ

ザ
ル
ブ
セ
ヒ
染
を
以
っ
て
農
業
地
謡
學
の
眞
の
建
設
者
と
引
し
で

　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
　
　
　
　
、

、
腸
る
。

　
　
　
　
　
藥
蕪
ナ
β
巷
　
第
三
・
獺
擁
　
　
＝
轟

（．i3　）
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農
業
地
％
域
に
臨
す
る
埠
ン
ゲ
ル
プ
レ
ヒ
ト
の
瀞
架
続

〉
・
鶏
鍵
＝
葺
二
ぎ
（
冷
響
胴
β
》
三
。
・
】
溶
訟
髪
遣
b
5
メ
亀
。
・
ゆ
鴬
，

小
島
榮
次
、
経
濟
地
理
學
五
三
　
　
一
四
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

】
W
・
一
，
∀
ざ
三
〇
ゴ
廟
　
（
…
「
三
三
s
p
面
6
象
『
触
錐
繋
三
。
…
＝
轟
＝
ノ
1
、
［
二
軍
ぞ
5

へ
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　

写
墾
露
「
ぞ
三
〇
∵
瞬
W
窪
一
ゴ
刷
二
　
μ
O
b
9
械
　
乙
。
・
H
刈

》
・
ノ
ぎ
ぎ
ゴ
一
U
牌
〇
三
に
三
。
臼
『
｝
≧
三

、
峯
紘
n
7
葺
繧
8
喧
p
三
・
－

　
　
　
　

一
。
・
亀
】
〕
弓
。
訟
書
H
り
b
9
。
。
∴
（
伊
藤
兆
司
課
、
慶
業
地
鼠
雄
の
諸
問

題
、
．
一
五
四
買
）

一
一

　
エ
ン
ザ
ル
ブ
セ
ヒ
ト
（
↓
三
言
一
，
嵩
≡
．
三
　
．
誉
謎
。
⇒
ぎ
お
。
露
）
は
」

八
五
…
二
年
十
丹
山
ハ
旺
乱
曲
託
糊
胸
…
過
シ
ュ
レ
、
ス
ザ
ィ
ヒ
ホ
ル
ス
ー
タ
イ
ン
の

小
都
市
グ
リ
ユ
ク
シ
焦
汐
ッ
ト
（
（
鶴
臼
聴
け
p
舞
）
の
愚
管
に
生
れ
、

．
一
九
三
四
年
十
月
十
六
日
に
八
…
歳
の
高
齢
を
以
っ
て
渡
し
江
。

こ
の
八
○
年
に
釈
す
る
逸
れ
た
生
涯
に
於
て
、
・
比
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ

ト
は
農
業
経
濟
塾
、
，
地
理
學
を
始
め
、
農
學
発
般
に
亘
っ
て
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
．
レ
L
へ
卦
ベ
ル
・

の
論
文
や
著
書
を
嚢
興
し
て
居
る
が
》
併
し
彼
の
生
涯
の
跨
作
と

し
て
代
表
さ
る
べ
き
も
の
は
、
多
激
の
農
業
統
計
と
地
圓
と
を
黍

礎
に
し
た
遊
大
な
る
農
業
地
帯
の
研
究
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
へ

．
猫
逸
の
學
界
に
寄
卸
し
た
彼
の
偉
大
な
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
一

　
　
　
　
　
第
三
＋
一
巻
簸
夢
四
號
　
　
一
罪
一

九
一
一
年
ブ
レ
ス
ラ
ゥ
大
豊
、
　
…
九
…
　
八
年
キ
ー
ル
大
書
、
　
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

一
ご
二
年
ベ
ル
リ
ン
ナ
へ
…
學
よ
り
、
夫
々
三
二
u
教
輝
国
の
穂
號
｝
が
購
猫
ら
あ
静

．
随
G

　
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
彼
の
研
究
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ロ
シ
う
ソ

し
た
チ
ュ
ー
．
不
ン
と
生
立
ま
で
が
似
通
ひ
」
共
に
北
猫
逸
低
漁
地

ン
ド地
方
の
出
身
で
あ
り
、
ま
た
等
し
く
一
際
の
農
業
者
で
あ
っ
た
っ

帥
ち
チ
沸
ー
ネ
ン
が
エ
ー
ブ
厩
ル
ラ
ン
ド
の
一
地
主
の
息
子
と
し
て

生
れ
た
如
く
心
エ
ン
ゲ
ル
ブ
セ
ヒ
．
ト
の
生
家
も
亦
オ
ー
べ
．
ゾ
グ
苓

ヒ
（
（
）
σ
§
（
一
二
∩
ど
の
農
場
を
世
襲
と
す
る
．
地
方
の
名
家
で
あ
っ

t
。
そ
れ
故
現
説
自
己
の
農
揚
の
維
蔭
に
當
っ
て
も
必
要
と
考
へ

ら
れ
た
農
學
及
び
維
営
農
の
勉
豊
の
爲
に
、
彼
は
地
方
の
ギ
ム
ナ

ジ
晶
ム
を
了
へ
て
、
更
に
ラ
イ
プ
チ
ッ
ビ
及
び
シ
ュ
ト
ラ
．
ス
ブ
ル
グ
．

の
大
隊
に
赴
い
た
。
殊
に
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
．
ラ
イ
プ
チ
ッ
セ

に
於
い
て
主
に
μ
ッ
シ
ヤ
ー
．
（
≦
満
濃
霧
。
ぎ
「
）
に
師
事
し
た
こ
乏

は
、
・
難
問
上
の
影
響
を
指
導
者
よ
り
弧
く
受
け
た
と
云
ふ
鮎
…
に
於

て
曝
チ
満
・
－
ネ
ン
が
セ
！
レ
に
於
て
テ
ヤ
ー
（
〆
・
賊
ぎ
舞
）
に
學

ん
だ
こ
ど
、
比
較
さ
る
べ
き
意
義
を
有
し
て
居
る
。
　
ロ
ッ
シ
ヤ
τ

は
當
時
猫
逸
磨
奥
派
維
濟
學
の
勝
将
と
し
て
聾
艶
晴
々
た
る
有
檬

（14）



で
あ
っ
た
が
、
羅
受
益
k
郷
ら
れ
で
居
な
い
か
、
紗
く
と
も
看
巡

、
さ
れ
て
み
た
孤
立
國
の
根
本
思
想
が
μ
ッ
シ
ャ
」
漱
授
k
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

把
握
さ
れ
弛
」
と
チ
軋
ー
ネ
シ
自
身
が
記
し
て
居
る
如
く
、
チ
ュ
ー

ネ
ン
の
立
地
理
論
の
最
も
正
し
い
、
且
つ
有
力
な
理
解
磯
で
あ
っ

た
。
從
っ
て
エ
ン
ザ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
ロ
ッ
シ
ヤ
ー
を
通
b
て
聞
接

的
に
、
チ
鳥
ー
ネ
ン
の
勲
論
か
ら
最
も
大
き
な
影
響
を
輿
へ
ら
れ

た
の
み
な
ら
す
、
　
ロ
ッ
シ
ヤ
ー
が
チ
皿
ー
ネ
」
、
圏
を
「
統
計
的
現

讐
に
移
さ
ん
と
試
み
た
こ
鯉
・
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
乞
て

農
業
就
計
を
基
礎
と
し
、
r
ヂ
ュ
ー
ネ
ン
理
論
の
現
實
の
書
簡
に
於

け
る
地
理
的
配
列
の
研
究
に
向
は
し
む
た
襖
機
を
な
し
た
も
の
と

考
へ
ら
れ
る
。

　
ま
た
チ
証
ー
ネ
ン
は
、
生
涯
を
樋
じ
て
殆
ど
淫
行
の
維
験
を
持
た

な
か
っ
た
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
地
理
學
を
愛
好
暴
コ
r

ル
（
旨
O
・
ズ
。
乞
）
の
如
き
優
れ
江
地
理
墨
春
め
著
作
を
研
究
す

る
傍
ら
、
濁
逸
か
ら
和
蘭
、
」
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
地
方
に
も
巡
見
を
、

試
み
る
各
地
の
農
業
の
實
態
を
具
さ
に
槻
察
す
る
こ
と
が
繊
來

た
。
礎
つ
で
チ
、
素
ン
者
己
の
埋
論
叢
講
、
抽
蓄
に
．

深
く
黒
し
・
下
げ
て
行
つ
丸
の
に
封
し
、
．
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ピ
㍗
が
チ

　
　
　
　
　
農
業
地
域
箪
闘
W
サ
る
土
、
ン
ゲ
ル
ブ
セ
ヒ
ト
の
業
櫨
槻

馬
！
不
ン
の
理
論
を
現
實
に
よ
ウ
て
裏
づ
け
．
経
験
的
、
具
騰
晦

に
研
究
を
進
め
で
行
っ
た
の
鳳
、
彼
が
後
年
の
米
國
に
於
”
る
三

態．

ﾆ
共
に
う
チ
乱
ー
ネ
ン
よ
り
も
見
聞
の
深
さ
に
於
い
て
遙
に
優
・

れ
て
屠
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
、
殊
に
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
の
放
・

行
に
於
て
、
各
地
の
農
業
が
、
．
氣
候
と
．
多
大
の
關
聯
を
有
す
る
こ

と
を
認
め
、
そ
の
結
果
、
彼
の
關
心
は
先
づ
．
此
の
方
弼
に
向
け
も

れ
た
も
の
、
如
く
～
…
バ
七
七
年
置
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
最
初

の
著
作
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
悟
三
洋
層
蝋
象
ム
衛
の
三
期
蒙
に
…
剛
す
る
報
告
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
土
と
云
は
れ
τ
屠
る
。

　
併
し
乍
ら
、
彼
の
學
聞
的
方
向
を
決
定
せ
し
め
t
の
は
，
…
η
八

八
○
年
、
邸
ち
彼
の
二
、
七
凝
の
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
米
國
ア
イ
オ

ワ
州
ス
ー
。
シ
テ
ィ
ー
（
盤
8
×
Ω
蔓
）
近
郊
に
於
け
」
る
五
ヶ
年
附

の
農
場
生
活
で
あ
っ
た
。
，
彼
が
父
か
ら
譲
ら
れ
た
農
場
の
維
醤
を

他
人
に
委
饗
し
、
彼
自
身
が
一
農
場
員
と
レ
て
米
國
に
赴
い
た
の

　
　
サ

は
、
恰
も
チ
訊
1
茅
ツ
が
英
國
か
ら
犬
騰
へ
輸
入
さ
れ
た
輪
栽
農
・

業
が
果
し
て
猫
逸
蕉
崇
の
鞍
馬
農
業
或
は
三
圃
農
業
ど
比
較
し
て

へ
有
利
で
あ
る
か
否
か
を
確
め
ん
と
し
て
、
「
孤
立
國
」
の
研
究
．
に
蒲

　
　
　
　
　
　
唱
　
　
⑥
、

手
し
t
と
云
は
れ
る
動
く
」
エ
ン
ゲ
ル
ブ
ゾ
ヒ
ト
の
場
合
に
は
、

　
　
　
　
第
蕊
＋
一
巻
　
第
二
幅
泌
読
・
　
一
五

（15）



　
　
　
　
農
業
地
域
に
蘭
…
す
る
エ
ン
ゲ
ル
プ
レ
ヒ
あ
の
業
燃
鱗

欝
時
敵
羅
巴
の
有
力
な
競
争
者
と
し
て
嚢
展
し
て
來
た
米
國
の
農

業
が
、
猫
逸
の
農
業
に
直
し
て
次
第
に
深
刻
な
感
慌
を
及
ぼ
し
て

來
た
が
爲
に
、
猫
逸
の
農
業
槻
題
を
解
決
す
る
に
先
立
っ
て
、
，
米

園
の
農
業
を
研
究
し
、
そ
れ
を
慮
ち
罷
験
す
惹
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
秘
露
の
豊
場
に
滞
在
中

窯
〇
三
（
｛
。
三
娠
穿
韓
一
穂
一
益
’
三
儀
な
ど
駕
暴
為
研
究
の
素
馨
を
寄
稿

し
て
居
た
が
、
そ
の
最
も
代
嚢
的
な
も
の
は
、
　
｝
八
八
三
年
の

H
聾
a
乱
暴
9
践
岳
。
げ
㊦
甘
ぎ
、
葱
3
自
に
焚
表
さ
れ
九
「
北
米
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

於
け
る
農
業
諸
部
門
の
・
立
地
」
と
題
す
る
論
文
で
あ
め
、
ま
た
・
》

の
論
文
は
、
そ
の
後
に
於
け
る
農
業
地
帯
の
研
究
に
劉
ず
る
彼
の

見
解
を
プ
㍑
グ
ラ
マ
テ
ィ
ツ
シ
翫
に
示
し
て
汰
る
黙
に
於
い
て
も
、

そ
の
群
獲
黙
を
な
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

寧
り
彼
努
、
め
糞
壷
ζ
於
ど
し
、
米
國
の
濃
鼠
の
嚢
展
が
、
猫
逸

の
農
業
に
危
機
を
齎
す
か
否
か
は
、
米
國
の
慶
産
物
の
輸
掛
歌
．
態

を
㎜
塁
に
分
締
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
解
答
を
期
延
し
得
る
も
の

で
由
な
く
、
r
米
綿
内
部
の
荒
業
構
造
、
從
っ
て
先
づ
農
業
立
地
を
r

両
題
と
す
る
こ
と
が
必
學
あ
ち
と
論
σ
、
彼
の
渡
米
の
圃
的
が

病
に
あ
っ
た
か
を
示
し
て
居
る
。
ま
た
彼
は
米
國
の
農
…
業
の
立
地

　
　
　
　
第
訟
…
十
剛
巻
3
第
瓢
…
。
M
悶
…
號
　
　
　
晶
轟
ハ

構
造
を
研
究
し
耽
結
果
と
し
て
、
　
チ
脚
ー
ネ
ン
の
薫
地
理
論
を
批

判
し
τ
、
％
次
の
諮
黙
を
指
摘
し
で
贋
る
。
郎
ち
チ
訊
ー
ネ
ン
は
「
孤

立
國
」
に
響
け
る
農
業
生
産
の
立
地
辮
琶
憶
、
市
場
（
都
市
）
よ
b

の
義
々
費
、
即
ち
地
理
的
に
云
へ
ば
市
場
躇
離
の
撫
養
乏
し
て
得

ち
「
れ
る
馳
代
に
よ
つ
て
決
定
ざ
れ
ち
も
の
と
な
し
て
居
る
が
、
エ

ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が
米
國
に
於
け
る
現
實
の
農
業
著
書
の
考
察
に

依
っ
て
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
擦
れ
ば
、
よ
し
ん
ば
蓮
県
費
が
決
定

的
な
意
義
を
持
つ
場
合
で
も
、
・
漫
途
費
の
み
が
唯
一
の
立
地
因
子

で
は
な
く
し
て
、
チ
ュ
r
ネ
ン
が
等
し
い
と
藁
蓑
し
九
画
帖
及
び

利
子
は
地
方
毎
に
署
し
べ
相
違
し
、
瀧
脅
歌
態
や
古
來
の
傅
統
も

立
地
に
影
響
を
及
す
と
論
じ
て
屠
る
。
尤
も
米
國
の
如
く
開
拓
の

新
し
い
土
地
で
は
比
較
的
算
易
に
斯
る
地
方
的
な
諸
影
響
を
捨
象

ル
得
る
が
、
・
併
し
帯
く
乏
略
米
國
の
農
業
立
地
に
貢
し
て
は
氣
候

の
影
響
が
強
し
い
乙
乏
を
認
劾
胡
馬
も
重
嬰
な
膚
然
的
な
立
地
國

子
と
し
’
て
氣
候
を
取
上
げ
て
居
る
。
邸
ち
彼
の
所
論
に
從
八
三
、

チ
銑
ー
ネ
ン
の
時
．
代
と
異
っ
て
近
代
葡
交
商
機
關
、
就
中
織
道
が

急
速
に
磯
心
す
．
、
に
灘
ひ
、
農
産
物
の
贋
酪
に
勤
す
る
饗
費
の

影
響
が
減
少
し
、
、
そ
れ
だ
け
他
の
槻
子
の
作
用
が
糟
次
ル
て
來
、

（16）



　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ル
ト
ゆ
ツ
ヒ
　
　
　

る
。
、
殊
に
氣
候
は
止
…
地
の
壁
度
の
場
所
的
な
譲
異
を
除
外
す
れ

ば
」
農
作
物
の
栽
増
を
鵜
約
す
る
最
も
賓
力
な
自
然
的
條
件
で
あ

る
。
從
っ
て
米
國
の
農
業
立
地
に
就
い
て
云
ふ
な
ら
ば
、
東
郁
に

は
輸
出
港
難
存
在
す
る
關
係
か
ら
、
．
，
東
都
か
ら
西
都
に
か
け
て
は
「

チ
ュ
1
ネ
ン
の
所
謂
市
場
踵
離
の
關
係
、
勘
τ
リ
チ
贈
爵
ネ
ン
圏
が
認

あ
ら
れ
る
に
七
て
遇
、
そ
れ
乏
穫
角
の
方
向
に
常
．
。
北
部
か
噴
南

部
に
か
け
て
は
、
氣
候
塒
に
氣
温
の
鍵
化
が
作
物
⑫
分
席
を
決
箆

す
る
も
の
と
震
賦
し
、
市
湯
距
離
ε
斥
候
の
二
つ
0
要
素
を
考
察

す
る
こ
と
に
よ
つ
、
て
、
始
φ
て
基
盤
建
具
（
o
。
窪
畳
量
，
。
§
．
一
等
）

構
造
を
有
す
る
米
國
の
、
農
業
地
帯
が
理
解
さ
れ
る
と
蓮
べ
て
居

る
。　

斯
の
如
《
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
立
地
、
理
論
一
封
し
て
、
　
エ
ツ
ゲ
ル
ブ

レ
ヒ
ト
が
特
に
磁
心
を
立
地
因
子
と
し
て
取
入
れ
た
こ
と
は
ハ

前
記
の
如
《
彼
が
既
に
以
前
か
ら
農
業
に
謝
す
る
氣
候
の
野
饗

を
震
予
覚
し
て
屠
九
か
ら
で
あ
る
が
、
併
し
一
、
八
七
八
年
に
潮
版

さ
れ
ξ
・
ツ
ェ
ル
喬
勇
量
）
の
善
「
葉
A
棄
駒
」
が

論
丈
に
多
く
引
用
さ
れ
て
居
6
と
こ
ろ
が
ら
み
て
も
、
ラ
ッ
ツ
エ

ル
の
地
理
的
環
境
論
が
大
き
な
指
示
を
輿
へ
て
居
る
も
の
と
思
は

　
　
　
　
農
業
地
域
に
聡
す
る
診
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
あ
業
麟

れ
る
。
ま
た
こ
の
立
地
問
題
の
研
究
に
於
い
て
、
彼
が
農
業
統
計

を
そ
の
藻
礎
附
資
料
と
し
て
利
附
し
て
居
る
こ
と
、
及
び
各
種
の

農
業
の
糟
学
的
關
係
を
み
る
た
め
に
、
農
業
統
計
の
絶
劉
数
を
跳
ハ
．

儘
利
用
ず
る
こ
と
を
耀
け
、
各
作
物
の
翌
夕
醐
積
乃
至
家
畜
頭
数
ぢ

相
互
の
相
工
数
を
使
用
し
て
居
る
こ
と
は
、
後
の
農
業
地
帯
に
於

て
も
常
に
肘
ひ
ら
れ
る
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
基
本
的
な
方
法
で

あ
り
、
農
業
地
理
皐
の
立
場
か
ら
云
ぺ
ば
、
農
業
統
計
の
蕉
當
な

利
用
慧
菟
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
不
に
照
る
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
っ
て
、

悪
玉
レ
ン
バ
（
国
．
○
貯
Φ
同
難
語
）
を
述
べ
で
居
る
如
く
、
「
そ
れ
肉

艦
と
し
て
は
前
科
皐
的
な
資
料
の
集
積
：
（
＜
℃
増
、
＜
㎞
。
・
匂
。
§
。
。
9
雁
垂
9
0

窓
㌶
鶏
同
ρ
冒
導
考
ぎ
諺
輪
）
で
あ
る
農
業
統
計
が
科
羅
に
迄
引
き
王
げ

　
　
⑨

む
れ
た
」
の
で
あ
る
。

　
五
ヶ
年
に
亘
る
滞
米
生
活
の
後
、
一
八
八
丑
年
に
エ
ン
ゲ
ル
ブ

レ
ヒ
ト
は
再
び
故
郷
に
蹄
っ
て
自
ら
農
場
の
維
螢
に
常
か
、
或
は

｛
八
九
五
年
に
は
プ
ロ
シ
ャ
豊
里
議
員
に
選
ば
れ
る
な
ど
公
私
の

多
忙
な
生
活
を
逡
っ
て
野
宴
が
、
そ
の
闘
、
彼
が
年
來
の
計
書
で

あ
っ
江
世
界
の
農
業
地
帯
の
研
究
に
着
手
し
、
〆
八
九
九
年
に
先

づ
「
非
講
爾
の
難
地
温
」
が
・
統
計
及
び
地
霧
加
平

　
　
　
　
第
黛
＋
一
巻
　
鋭
気
四
・
號
　
　
一
七

（　17　’）



　
　
　
　
農
業
地
域
に
閥
す
る
エ
γ
ヅ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
ー
の
業
績

叢
大
な
三
才
の
著
書
と
な
っ
て
斑
蔽
さ
れ
た
ゆ
、
こ
の
著
書
の
基
礎
、

的
贅
料
は
、
彼
が
ベ
ル
サ
ン
h
．
ロ
ン
ド
ン
等
に
数
ケ
仔
滞
在
中
蒐

集
し
た
一
八
八
二
年
乃
至
九
〇
年
に
亘
る
ア
ジ
ア
及
び
熱
帯
以
外

の
諸
軍
の
多
数
の
農
業
統
計
で
あ
り
、
各
國
の
州
乃
至
縣
等
位
別

に
毅
早
馬
栽
培
殉
積
に
封
ず
る
各
作
物
栽
側
面
積
の
傍
輩
、
及
び

牛
の
頭
数
に
勤
す
る
各
家
畜
頭
数
の
比
率
を
算
出
し
」
そ
の
結
果

を
七
九
赦
の
地
圖
に
美
し
べ
表
現
し
て
居
る
。
從
っ
て
エ
ン
ゲ
ル

ブ
レ
ヒ
ト
の
努
力
に
よ
っ
て
、
從
來
不
明
で
あ
る
か
、
漢
然
と
し

か
知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
各
種
の
作
粉
及
び
家
畜
の
地
理
附
分
布

厭
態
が
始
め
て
正
確
に
把
握
じ
得
た
の
で
毒
る
。
併
し
此
等
の
作

物
及
び
家
畜
の
個
々
の
分
布
事
態
起
封
ず
る
詳
細
な
分
折
は
行
ば

れ
て
居
る
に
為
拘
ら
す
、
む
の
表
題
に
も
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
．
一

此
等
を
綜
合
し
た
農
業
地
帯
そ
⑳
も
の
に
就
い
て
は
、
當
時
ま
だ

農
業
統
計
の
不
備
な
諸
國
が
診
く
な
か
っ
た
重
壁
に
も
よ
る
が
、

僅
に
　
放
の
議
奏
的
な
世
界
隣
と
九
頁
の
論
明
が
附
ぜ
ら
れ
て
屠

る
の
み
で
あ
み
ρ

　
エ
ン
ゲ
ル
ブ
’
レ
ヒ
ド
の
最
初
の
農
業
地
帯
の
研
究
が
廣
汎
な
地

域
に
晒
し
て
行
は
れ
た
に
馴
し
、
．
第
二
風
説
の
農
業
地
帯
の
研
究

　
　
　
　
第
三
＋
一
巻
　
双
三
。
二
重
　
　
一
八

は
彼
の
故
郷
で
あ
る
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
荻
小
な

地
域
に
試
み
ら
れ
、
そ
の
結
果
は
一
九
〇
七
年
に
「
シ
蒔
レ
ス
ヴ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ヒ
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
農
耕
及
び
家
士
」
と
し
て
磯
表
さ
れ
に
。
そ

の
方
法
は
前
朝
と
同
潔
く
、
．
主
と
し
て
一
九
〇
〇
年
の
農
業
統
計

を
暴
礎
に
し
、
穀
物
総
栽
培
面
積
及
牛
の
頭
数
に
凝
す
る
昏
作
物

及
び
家
畜
の
比
率
が
算
出
さ
れ
、
果
圃
三
三
圓
、
・
鶴
瀬
一
四
四
圓

の
多
数
の
地
園
に
よ
う
、
そ
の
分
布
…
状
態
が
詳
細
に
示
ざ
れ
て
居

る
が
、
シ
副
ル
タ
L
パ
○
・
血
∩
渓
黛
巽
）
、
庵
そ
の
書
評
に
於
て
、
「
著
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

者
の
地
理
的
な
見
方
が
地
圖
に
肉
艦
と
生
命
を
與
へ
て
居
る
」
と

賞
讃
し
て
居
奮
こ
の
著
書
を
先
の
罪
無
籍
國
の
農
業
地
帯
」

と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
方
法
は
濯
ぐ
同
…
で
あ
る
が
、
封
象
地
域

が
狭
小
で
あ
る
た
め
、
農
業
統
計
の
地
域
層
位
乏
し
て
は
最
小
行

政
証
粥
争
3
窪
言
鉱
二
（
が
選
ば
れ
（
從
っ
て
そ
れ
だ
け
地
理
的
分
布

が
蓋
確
に
描
れ
る
わ
け
で
あ
る
・
。
そ
れ
故
に
糊
γ
へ
ば
氣
候
の
外
に
、

地
形
及
び
土
壌
老
農
業
と
切
歯
孫
、
或
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
如
き
大

回
市
の
薮
農
誉
及
箏
影
響
ど
が
禦
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
π
そ
れ
と
前
後
し
て
、
直
接
農
業
地
帯
の
研
究
に
は
腸
さ
な

い
が
、
干
ン
ゲ
ル
プ
レ
ヒ
ト
は
…
九
〇
…
二
年
に
米
國
、
…
九
〇
八

（　18　一）



年
に
農
の
霧
舞
の
新
講
群
鶴
の
研
究
を
重
し
・

チ
ュ
ー
ネ
ン
の
理
論
に
現
費
的
な
地
盤
を
耽
ハ
へ
よ
ザ
り
と
試
み
て
贋

る
。
即
ち
彼
は
農
産
物
傭
…
絡
の
地
理
的
分
布
を
表
示
す
る
た
め

に
、
氣
象
摯
、
氣
候
摯
等
に
於
て
・
氣
堅
の
等
し
い
地
黙
、
或
は

氣
澱
の
等
ル
い
地
勲
を
蓮
ね
て
画
学
線
や
等
芝
煮
を
描
き
、
氣
堅

域
は
鋸
温
の
配
高
書
態
を
示
す
如
く
、
　
「
等
下
話
の
凡
て
の
地
帯

を
湘
五
に
繋
ぎ
識
し
た
謙
」
を
用
ふ
べ
き
こ
と
を
既
に
…
八
八
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
の
斜
交
に
於
て
蓮
べ
て
居
る
b
從
っ
て
こ
の
線
を
等
堅
線
（
Ψ

ω
。
一
、
ρ
『
詑
日
）
及
び
等
螺
線
㌧
（
嫡
・
・
。
夢
¢
．
一
ぎ
昌
）
　
に
倣
っ
て
釜
慣
格
線

（
丁
9
ぎ
9
）
と
饗
し
て
居
る
が
、
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
米
國
及

び
印
度
の
農
業
統
計
を
利
用
し
で
、
此
等
二
國
の
多
数
の
園
内
市

場
に
於
け
る
．
｝
○
○
冠
着
り
の
穀
物
償
格
を
算
出
し
、
そ
れ
を
地

飼
上
の
各
市
場
地
黙
に
記
入
し
、
等
儂
格
線
を
撃
つ
で
そ
の
地
理

的
分
布
を
圃
示
し
て
居
る
。
こ
の
誉
者
格
線
が
立
地
理
論
土
極
め

て
璽
要
な
こ
ま
嫁
」
チ
菰
ー
ネ
ン
以
來
醗
に
’
知
鉦
れ
て
居
る
如
く
、

農
謡
物
便
格
が
～
定
地
方
の
巻
葉
構
峨
に
凝
し
て
決
定
的
な
意
義

を
有
す
る
こ
と
か
ら
み
て
も
瞭
か
で
、
あ
り
、
「
低
額
國
」
に
於
け

・
経
懲
・
れ
麗
が
響
穫
格
線
許
・
・
そ
れ
騰
落
國

　
　
　
　
農
業
地
域
に
醗
す
る
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ど
あ
業
麺

と
量
度
と
の
欝
欝
絡
線
の
勉
理
的
分
泌
を
比
較
す
る
こ
と
に
依
っ

て
困
極
防
τ
墨
色
あ
る
鞍
異
を
認
の
得
る
の
で
あ
る
ゆ
、
即
ち
米
國

に
於
て
は
、
穀
物
儂
格
は
・
（
、
シ
P
ッ
ビ
r
河
申
部
の
訳
口
稀
薄
な
、

ブ
レ
リ
　

輩
原
地
帯
諸
州
よ
り
凡
ゆ
る
方
向
、
．
就
申
東
部
に
向
っ
て
、
驚
く

べ
き
規
則
碧
し
さ
を
以
っ
て
高
ま
っ
て
屠
お
乃
こ
の
こ
と
は
米
國

西
部
⑫
中
央
三
つ
の
繋
馳
帯
が
存
在
す
る
・
」
と
、
關
攣
る

も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
毅
倉
地
精
で
は
當
時
は
未
だ
殆
ど
大
西
洋

沿
樺
の
諸
港
を
通
じ
い
し
の
輸
出
の
認
め
に
生
産
さ
れ
て
み
た
の
で

あ
る
。
撃
つ
で
此
等
の
輸
出
港
と
穀
倉
地
帯
を
結
ぶ
多
く
の
号
砲

が
敷
設
さ
れ
、
そ
の
結
果
等
債
格
線
の
畢
純
な
地
上
暴
言
生
み
、

そ
れ
が
篠
め
て
明
瞭
に
．
現
れ
た
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
印
度

で
意
、
穀
物
は
國
内
の
消
費
が
幸
あ
り
、
海
外
．
へ
の
輸
嵩
は
決

定
酌
な
も
．
の
で
な
が
っ
た
。
r
．
而
も
印
度
の
如
き
歴
奥
の
古
い
國
に

総
て
、
入
口
は
儀
米
融
［
よ
う
も
蓬
に
稠
密
、
且
つ
略
均
等
に
分
布
し

て
漁
る
の
で
み
る
か
ら
、
印
度
で
は
穀
物
雪
濠
の
分
布
は
杢
園
を

麺
じ
て
軍
一
の
原
理
に
從
っ
て
生
れ
る
の
で
な
く
し
で
、
個
々
に

猫
慨
し
た
領
脇
地
域
に
分
解
さ
れ
、
ま
た
砒
等
の
地
域
…
聞
で
は
闇

路
犠
僅
か
な
叢
話
し
か
示
し
て
居
な
い
コ
・

　
　
　
　
第
黛
＋
一
介
第
議
・
匹
號
　
　
一
九

（19）



　
　
　
　
農
業
地
域
に
㎜
關
す
る
エ
．
ン
ゲ
ル
プ
レ
ヒ
ト
’
の
業
績

　
斯
の
如
く
印
度
は
一
九
〇
〇
年
頃
で
も
依
然
と
し
て
中
世
紀
的

と
も
即
す
べ
，
さ
穀
物
憤
格
の
構
成
と
分
布
と
が
見
も
れ
た
の
で
あ

る
が
、
併
し
午
ち
近
代
的
な
交
通
機
嫌
錦
嚢
達
と
、
そ
れ
に
伴
，
訊

市
場
指
向
性
の
塘
大
に
依
め
、
既
に
封
鎖
的
交
通
地
域
は
漸
次
崩

恥
じ
て
、
穀
物
境
争
は
開
版
に
向
っ
て
高
ま
ら
ん
と
し
て
居
乃
。

即
ち
過
去
の
印
度
が
細
越
の
「
孤
立
國
」
を
現
は
し
て
屠
た
に
反

　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

し
、
，
今
H
で
は
印
度
も
米
國
に
於
け
る
が
如
く
、
よ
ヶ
大
且
つ
よ

へり
統
…
さ
れ
た
「
孤
立
國
」
に
饗
難
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
瞭
か
に

看
取
さ
れ
る
ゆ
、
從
っ
て
エ
ン
が
ル
ザ
レ
ヒ
ト
が
記
し
て
居
る
如

く
」
　
「
此
等
の
等
電
量
線
は
農
業
経
町
學
に
封
，
し
て
、
恰
も
等
濃

線
の
漿
讐
於
け
る
薇
の
韮
を
碧
得
轟
で
あ
岬

ま
た
「
商
敵
襲
撃
の
理
論
は
こ
の
仁
慈
格
線
圓
に
よ
っ
て
誕
に

鱗
集
礎
、
霞
響
動
的
諜
に
壱
置
か
れ
た
．
、
と
に

な
る
辱
の
で
あ
る
、
。

　
印
度
の
穀
物
償
格
の
研
究
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
プ
レ
ヒ
ト
は
更
に
一

歩
を
進
め
、
熱
帯
地
方
の
代
遅
脈
地
域
と
し
て
、
熱
帯
陣
雲
の
申

で
は
農
業
統
計
や
等
量
の
資
料
に
最
む
叢
れ
て
贋
お
印
度
の
農
業

地
帯
の
研
究
に
着
倒
し
、
山
九
．
一
四
年
に
は
「
印
度
の
農
作
物
の
施

　
　
　
　
鎮
三
十
一
巻
．
第
八
。
四
號
｛
　
二
〇

　
　
⑲

理
的
分
布
」
が
欝
版
さ
れ
た
。
こ
の
著
書
に
於
て
も
、
こ
れ
迄
の
．

農
業
地
帯
の
、
研
究
と
杢
ぐ
同
一
の
方
法
が
踏
襲
さ
れ
、
・
即
ち
一
九

〇
六
年
乃
至
七
年
の
農
業
統
計
を
基
礎
に
し
た
縫
作
物
の
分
布
歌

態
が
霊
暦
博
〇
囲
、
副
瞳
一
七
闘
の
地
圓
に
群
れ
、
最
後
に
此
等

を
綜
合
し
た
印
度
の
農
業
地
帯
瞬
が
附
加
さ
れ
て
載
る
。
印
度
の

如
き
熱
帯
地
力
の
農
業
に
於
て
は
、
作
物
の
栽
増
隣
期
が
熱
帯
地

方
の
如
く
｝
定
の
季
節
と
笹
身
せ
ず
、
杢
年
を
通
じ
．
て
各
種
の
作

物
が
栽
増
さ
れ
る
爲
に
、
栽
増
植
物
の
種
類
が
甚
だ
多
く
、
而
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
ヨ

そ
⑳
名
繕
が
地
方
的
に
著
し
く
異
つ
で
居
る
。
從
っ
て
幽
エ
ン
ゲ
ル

ブ
レ
ヒ
ト
は
ロ
ン
ド
ン
に
於
て
蒐
集
し
た
多
数
の
丈
献
や
資
料
に

依
り
、
作
物
中
の
最
も
主
要
な
晶
種
が
主
乏
し
て
何
れ
の
時
期
に

栽
培
さ
れ
る
が
を
決
定
し
い
更
に
各
作
物
の
名
権
を
統
　
す
る
た
・

め
に
、
多
数
の
地
「
下
名
と
墨
名
と
を
勤
照
し
た
詳
細
な
一
覧
爽
を

作
製
し
て
居
る
が
、
作
物
と
氣
候
の
開
係
、
、
或
慧
輪
作
様
式
を
み

る
た
め
に
遇
、
そ
れ
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
～
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
印
度
の
農
業
地
帯
に
於
て
注
n
さ
る
べ
き
特
殊
性
は
、

敵
羅
巴
釣
な
栽
擁
農
業
（
一
．
箋
無
妻
．
三
§
醤
ε
に
樹
立
す

ε
土
入
農
業
（
圃
穿
嶺
9
9
，
①
田
島
ヨ
，
）
で
あ
る
っ
　
こ
の
土
入
農
業

（20）



・
に
於
て
は
多
種
多
概
の
作
物
が
栽
塘
畜
れ
レ
極
め
て
複
雑
な
構
破

を
示
し
て
は
盛
る
が
、
併
七
乍
ら
隔
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
獅
究

に
よ
つ
で
、
、
r
土
人
農
業
が
氣
候
議
撃
壌
と
甚
だ
密
接
な
關
係
を
有

し
τ
屠
る
こ
と
、
殊
に
氣
候
に
於
で
は
，
濃
帯
と
は
異
っ
て
熱
帯

地
方
で
は
、
氣
温
よ
ヶ
は
寧
ろ
雨
量
の
分
布
年
算
が
農
業
に
大
な

る
碧
羅
を
及
ぼ
し
て
屠
る
こ
と
が
瞭
か
に
さ
れ
た
。

　
印
度
め
農
業
地
帯
の
研
究
に
引
績
い
て
、
一
九
　
六
年
越
ば
「
ヨ

レ
隻
及
び
ア
ジ
ア
ニ
シ
ア
の
錐
輪
帖
」
が
刊
誓
れ
た
・
」

こ
の
著
書
に
曾
て
も
從
來
と
輝
く
嗣
じ
方
法
が
趨
ひ
ら
れ
、
ヨ
ー
・

群
ッ
パ
・
冨
シ
ア
に
塾
し
て
は
｝
九
〇
六
年
乃
羅
一
〇
年
、
ブ
ジ

ア
。
ロ
シ
ア
に
帯
し
て
は
一
九
〇
六
年
の
農
業
統
計
を
暴
礎
に
し

た
農
作
物
、
家
畜
及
び
農
業
地
雷
の
分
布
圓
が
三
〇
圖
作
製
さ
れ

て
居
る
。
そ
の
璽
の
若
干
の
地
響
に
は
、
農
業
の
自
然
的
維
濟
帥

關
係
を
示
す
た
め
に
、
等
温
線
、
等
雨
量
線
、
及
び
等
量
格
線
が

思
入
さ
れ
て
屠
る
が
、
殊
に
第
二
陶
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア

に
於
け
る
耕
挫
入
超
－
ル
常
あ
生
産
纈
の
見
積
便
格
が
マ

ル
ク
に
換
算
さ
れ
、
そ
れ
を
五
階
級
に
簸
分
し
た
地
瓦
も
附
加
さ

れ
て
居
δ
。
個
々
の
作
物
や
家
畜
に
就
て
は
、
地
盛
鰭
で
あ
る
沈

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

　
　
　
　
曲
炭
業
地
域
に
脳
欄
す
る
論
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
セ
る
灘
軍
績

「
湖
特
に
訟
明
は
與
へ
ら
れ
で
屠
な
い
が
、
此
等
の
地
附
仁
よ
っ
て
乍

ロ
シ
ア
は
地
域
が
際
夙
斜
な
る
に
む
拘
ら
塵
氣
」
候
や
地
形
が
㎜
単
紳
…

で
あ
り
》
農
業
維
鞍
そ
の
も
の
が
親
放
的
で
φ
る
た
め
、
そ
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
恥

業
地
精
糖
比
較
的
機
翼
な
構
造
を
有
し
て
居
惹
こ
と
、
ま
た
シ
ベ

リ
ア
に
於
て
は
シ
ベ
ゾ
ア
鐵
道
に
漕
ひ
、
束
部
か
ら
酉
蔀
に
向
ふ

に
從
っ
て
農
業
の
集
約
度
は
高
ま
り
、
即
ち
避
道
の
開
通
が
農
業

の
集
約
化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
限
る
．
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
Q

嚇
九
二
拳
に
鑓
に
饗
國
婁
作
物
の
轟
募
塑

が
紹
版
さ
れ
て
居
る
。
猫
逸
の
鉱
農
業
地
帯
に
就
て
は
、
醜
に
…
“
八

九
九
年
の
「
非
熱
帯
諸
國
の
農
業
地
帯
」
に
於
て
も
論
及
し
て
居

る
が
、
　
｛
九
二
五
年
の
著
書
で
は
、
墨
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
ば
新
に

　一

繹
齊
O
年
の
農
業
就
計
を
腰
細
し
、
從
っ
て
大
馬
前
の
奮
猫
逸

領
を
含
め
た
猫
逸
鴎
内
に
於
て
、
三
九
種
の
農
作
物
が
如
何
な
る

分
布
歌
態
を
．
嘱
し
て
讐
か
を
四
…
紋
の
地
話
に
古
型
装
現
し

て
鳩
る
。
そ
の
方
法
轍
矢
張
り
是
迄
の
農
業
地
帯
の
研
究
の
．
場
合

と
同
じ
く
、
穀
物
総
栽
培
欝
積
に
激
す
る
各
作
物
栽
培
薗
積
の
比

熱
を
捧
⑦
ジ
甥
箪
位
に
鞭
て
算
鳩
も
た
数
値
が
墓
礎
と
な
つ
で
屠

　
　
　
　
　
笙
‡
禍
饗
篁
モ
賑
舞
　
一
二

（21）



　
　
　
．
農
業
地
域
に
㎜
翻
す
る
畿
ン
ゲ
ル
プ
レ
鵜
、
ト
の
業
績

ぢ
。
此
等
の
数
値
や
地
岡
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
v
猫
逸
め

農
業
構
造
が
如
絢
な
6
巻
の
で
撃
ち
か
を
理
解
し
得
る
で
あ
ら

う
。
例
え
ば
大
都
市
の
近
郊
で
は
＼
馬
鈴
薯
、
甜
茱
、
疏
糖
類
が

多
く
栽
曙
さ
れ
、
集
約
的
農
業
が
欝
ま
れ
で
居
る
に
濡
し
、
バ
ル

ト
海
滑
岸
の
如
ス
氣
候
も
並
並
に
も
弱
れ
て
屠
な
い
所
で
鳳
、
穀

物
、
　
牧
草
を
・
釜
と
す
る
コ
ッ
。
ヘ
ル
曲
管
轟
果
　
（
暑
。
℃
℃
ゆ
プ
く
価
一
諾
な
c
o
プ
船
h
齢
）
が

行
は
れ
、
維
諺
態
諜
閑
地
の
碧
そ
魚
船
的
で
あ
る
険
芝

が
重
め
ち
れ
”
。
。
5
．
た
澱
後
の
「
土
古
及
び
氣
候
に
よ
っ
て
制
約

ざ
れ
た
猫
逸
の
農
業
地
域
」
（
玄
。
島
ξ
o
智
燭
。
負
讐
二
日
畠
岡
自
言
爵

落
警
纂
§
円
・
§
き
碧
鷺
薯
8
ム
亀
笥
）
2
蓬
蚕
・
寄
写
の
）
と
題

す
も
策
四
一
圏
は
、
こ
の
研
究
の
結
論
に
僧
る
も
の
で
あ
レ
、
エ

シ
ザ
ル
ヅ
レ
ヒ
事
は
…
猫
逸
の
農
業
地
域
を
七
〇
の
麗
域
に
平
分

し
．
瞥
氣
候
の
霧
を
現
す
忙
め
に
γ
乾
燥
氣
籠
の
部
分
は
赤

の
斜
線
、
三
選
氣
候
の
部
分
は
青
の
斜
線
璽
引
い
て
勤
比
せ
し
め
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縁
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熱
帯
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地
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八
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○
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か
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薦
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伽
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翌
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萎
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蜀
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葦
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簾
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燭
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①
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以
上
に
於
て
笈
業
地
域
に
關
叩
す
る
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
㌦
ト
の
㎝
業
績

の
紹
介
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
な
ほ
最
後
に
農
業
地
域
設
定
に

・
關
聯
す
る
若
干
の
筒
題
を
附
記
す
乃
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル

ブ
レ
ヒ
ト
の
方
法
に
封
ず
る
批
判
に
代
へ
た
た
い
。

　
栽
培
植
物
の
地
理
的
分
布
に
罰
す
る
最
初
の
研
究
は
」
植
物
地

理
學
の
領
域
に
於
て
脅
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
邸
ち
植
物
地
理
學
の

建
設
者
で
め
る
フ
ン
ボ
ル
ト
（
≧
窪
ρ
鼠
丸
く
§
M
ぎ
ヨ
一
）
9
鼻
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

既
に
栽
増
植
物
の
、
分
布
限
界
に
就
．
て
晶
晶
及
し
て
屠
り
、
ま
た
シ
ヤ
、

ウ
（
↓
・
．
㏄
9
0
妻
、
）
は
フ
ン
ボ
ル
ト
に
從
っ
て
、
穀
物
類
を
墓
準

と
し
た
秘
界
の
栽
堀
地
帯
（
綱
く
郎
酬
鉾
⊆
P
，
N
O
昌
O
）
、
の
地
種
を
作
製
し
て

・
馳
る
還
る
植
物
地
墨
的
劣
法
に
轟
需
農
書
帯
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
・

其
後
に
於
て
も
土
ッ
カ
ル
ト
（
≦
・
～
ズ
・
国
鼻
懸
鼻
）
や
ヘ
ン
ニ
ツ

　
　
　
　
　
　
㌧
④
凱
　
　
　
　
　
．
　
　
　
・

ヒ
・
（
牢
驚
①
琶
碍
）
の
熱
精
農
業
地
帯
の
研
究
な
ど
に
屡
々
用
び

ら
れ
て
居
る
が
、
報
じ
ぞ
れ
は
継
物
帯
や
森
林
帯
の
場
合
と
同
様

　
　
　
　
農
業
地
域
に
繭
脚
す
る
属
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ビ
ト
め
業
績

に
、
㎜
纏
に
地
表
の
景
親
と
し
て
現
れ
た
栽
塘
書
物
の
極
限
の
分
布

、
隈
界
（
碧
盈
窪
簿
。
＜
巴
と
。
ぎ
護
薦
誌
二
N
。
）
、
特
に
極
地
限
界
（
一
、
－

景
（
ぎ
N
．
）
を
発
葛
に
㌔
饗
の
栽
罐
粉
が
・

そ
の
分
布
す
呼
最
域
の
農
業
と
如
何
な
る
聯
驕
を
有
す
る
か
に
就

て
は
全
仁
看
過
さ
れ
て
居
る
ゆ

　
併
し
乍
ら
最
初
に
撰
べ
た
如
く
、
地
域
ば
そ
こ
に
分
布
す
る
諸

・
現
象
の
身
舎
的
続
一
二
を
繕
減
す
る
も
の
ど
す
れ
ぜ
へ
職
域
的
鯛

牲
は
各
地
域
に
於
け
る
．
諸
現
象
の
分
布
欺
態
か
ら
生
す
る
こ
と
は

云
ふ
迄
も
な
い
が
、
諸
現
象
の
分
布
厭
態
は
更
に
二
つ
の
側
爾
、

即
ち
分
布
彙
の
側
面
と
分
布
形
態
の
層
間
に
於
て
地
域
的
個
性
を

構
音
す
る
。
、
換
言
す
れ
ば
珍
現
象
の
分
布
鉱
黒
の
大
小
か
そ
の
地
域

的
個
性
の
決
、
定
蕉
關
係
し
、
・
ま
た
他
方
．
分
布
形
態
の
如
何
が
や
、

は
り
同
様
に
關
係
す
る
。
こ
の
分
布
鳶
職
の
言
及
び
形
鰻
の
附
側

画
が
諸
地
域
に
比
較
ざ
れ
る
時
、
夫
々
の
現
象
に
就
い
て
の
地
域

酌
差
…
異
が
現
れ
る
が
、
地
域
的
個
性
は
堕
ち
斯
『
る
地
域
朗
難
戦
を

素
材
と
し
て
構
成
さ
れ
ち
ゆ

　
以
上
の
如
風
に
解
す
る
な
ち
ば
、
農
業
地
域
の
設
定
に
際
し
て

も
分
布
量
、
即
ち
先
づ
農
業
就
計
の
利
者
が
考
へ
ち
れ
る
の
で
砂

　
　
　
　
　
藥
黒
＋
一
巻
　
第
八
匡
四
號
　
一
二
瓢

（　2to　）



　
　
　
　
農
業
地
域
に
回
す
る
エ
ン
鉱
プ
レ
・
ト
の
業
績
・

る
が
、
農
業
統
計
に
軽
輩
さ
煮
霧
蟹
徽
を
直
接
墓
礎
署
し
て
、

、
農
作
物
の
分
布
欺
態
を
表
現
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
業
地
帯
を
決

　
　
　
　
　
噌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
⑥

飽
す
る
方
法
と
し
て
は
、
ラ
ン
ゲ
（
畢
ぢ
鍾
。
）
の
饗
業
地
隅
や
∩

殊
に
米
誌
の
農
業
地
灘
學
者
が
好
ん
ど
で
用
ひ
る
所
で
あ
り
、
べ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
　
　
聴

力
1
（
◎
・
腎
・
H
W
乱
費
〉
め
農
業
地
翻
の
如
き
は
そ
の
代
表
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ッ
ト
　
メ
ソ
ッ
ド

。
も
の
で
あ
る
ゆ
併
し
斯
る
…
建
の
絡
青
馬
を
塞
準
に
し
た
黙
描
法

に
よ
っ
て
ザ
農
作
粉
の
分
布
が
如
何
に
綿
密
に
表
現
さ
れ
た
乏
し

て
も
、
そ
れ
は
愚
論
の
農
作
物
の
詳
細
な
分
布
を
示
す
に
止
り
、

農
作
物
相
五
の
附
係
に
於
、
て
は
何
物
を
も
導
き
出
す
こ
と
は
｛
出
來

な
い
。

　
從
っ
で
農
作
物
の
地
理
的
分
布
と
罰
時
に
、
そ
れ
が
経
絡
組
綬

」
全
鰐
に
於
て
占
め
る
地
位
を
知
る
た
め
に
は
、
r
エ
．
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ

ト
τ
よ
つ
で
始
め
ら
れ
仁
所
の
、
農
業
統
計
数
値
の
相
劉
数
を
指

棲
と
す
る
方
法
に
擦
ら
ね
ば
な
ら
へ
1
5
い
。
勿
論
こ
の
場
合
に
比
較

の
基
準
走
し
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
如
く
穀
物
総
轄
増
面
積

を
選
ぶ
か
、
．
或
は
み
ー
バ
ヨ
ふ
ソ
ン
ご
・
頴
。
二
6
囲
房
。
⇒
）
の
主
張

　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
・

す
る
如
べ
土
地
総
両
積
乃
至
耕
地
総
面
積
を
選
ぶ
か
は
議
論
の
無

地
が
あ
る
が
、
エ
ツ
ゲ
ル
ブ
ソ
・
｝
が
穀
物
総
栽
一
面
穣
を
以
つ

　
　
　
　
㌧
第
三
＋
霧
集
三
・
四
號
二
障

て
比
較
の
塞
準
と
な
し
た
の
ば
・
、
そ
れ
が
統
計
的
に
最
も
確
鰹
な

　
　
　
　
⑨

数
値
、
で
あ
り
、
ま
た
農
作
物
の
地
理
的
分
布
そ
の
も
の
よ
り
は
、

各
作
物
が
桑
農
業
維
螢
に
於
て
如
何
雰
ろ
地
位
葱
占
め
て
居
る
か

を
瞭
か
に
ゆ
ま
取
る
種
の
作
物
が
勢
賢
聖
な
蒙
の

作
物
に
よ
つ
て
取
っ
て
代
ら
れ
る
限
界
を
磯
見
せ
ん
と
す
る
と
と

に
重
鮎
を
遍
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
併
し
乍
ら
叢
に
問
題
と
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
七

ト
の
方
法
に
よ
っ
て
一
果
し
て
農
業
地
理
學
の
究
極
の
目
的
で
あ

．
る
地
域
的
個
性
と
し
て
の
農
業
生
産
の
捲
薄
型
を
充
分
に
把
握
し

得
る
か
と
云
．
ふ
鮎
で
あ
る
。
出
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
＋
に
よ
れ
ば
、
農
．

業
，
地
域
と
は
何
か
あ
る
栽
培
作
物
が
重
ぎ
を
な
し
て
贋
応
地
域
と

玉
薬
に
解
さ
れ
て
居
る
た
め
に
、
彼
は
軍
に
農
業
統
計
は
り
算
毘

さ
れ
江
精
糖
数
を
比
較
し
て
5
そ
の
比
重
の
大
な
る
作
物
を
戯
っ

て
農
業
地
域
を
決
定
す
る
に
止
っ
て
鈍
る
。
獲
っ
て
此
等
の
二
六

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

の
生
産
部
門
の
粕
鮒
的
な
重
要
牲
を
玉
出
に
表
示
む
で
繋
る
数
値

も
、
、
結
局
陰
言
朗
に
は
充
分
な
聯
立
も
な
し
、
農
業
の
継
造
型
に

就
て
も
そ
れ
故
に
何
等
明
確
㊧
概
念
を
與
へ
る
に
は
至
っ
て
層
な

い
江
め
、
エ
γ
ゲ
ル
ブ
レ
七
ト
の
「
世
界
の
典
一
業
地
幽
翠
」
も
澱
鱗
囁

（・　26　）



に
云
へ
ば
、
農
業
地
帯
（
同
」
瀞
づ
創
ぴ
⇔
＝
N
O
冨
Φ
）
乏
は
呼
び
得
な
い
の

で
あ
っ
て
馬
何
れ
初
作
物
が
何
れ
の
勉
域
に
最
も
心
墨
を
占
め
て

讐
か
を
季
作
物
繋
に
響
錨
・
例
へ
ば
繋
響
形
態

王
で
に
著
し
く
異
る
米
國
衛
蔀
、
玉
出
、
南
米
の
チ
ャ
コ
地
方
も
、

エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
農
業
地
帯
で
は
、
等
し
く
亜
熱
帯
綿
花
地

帯
に
包
含
さ
れ
て
屠
る
。

　
斯
の
如
《
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
方
法
に
於
て
ば
農
業
経
欝
方

式
を
明
か
に
し
得
な
い
と
云
ふ
二
階
は
、
出
ン
ゲ
ル
ブ
ン
仁
ト
が
・

」
農
業
維
濟
現
象
の
分
布
比
色
を
分
布
量
の
み
を
通
じ
て
考
察
し
、

券
雍
讐
璽
は
塗
盆
璽
，
る
量
像
か
つ
参
阜

あ
る
。
こ
の
黙
か
ち
云
へ
・
ば
、
寧
ろ
う
け
ル
．
（
酎
魯
三
士
＝
・
）
に
よ

ぞ
遮
れ
灘
雍
華
墨
≦
。
．
、
欺
．
。
比
。
）
、
近
郊
馨
．
（
マ

。
匿
N
9
。
）
つ
．
．
工
業
地
帯
（
H
瀬
野
忌
N
§
Φ
）
．
。
農
耕
地
帯
（
》
σ
q
登
寧

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
コ

§
・
￥
放
牧
地
帯
（
～
＜
O
一
α
①
N
o
ロ
。
）
識
植
鞄
帯
（
滋
嘗
薦
。
・
塔
。
）
・

除
葛
鰹
書
籍
…
・
・
ε
の
以
老
つ
の
世
界
業
撫

内
こ
そ
一
四
隅
ろ
チ
義
ー
ネ
ン
酌
な
綴
濟
圏
と
看
温
し
得
る
で
あ
あ
・
ナ
。

併
し
ラ
兜
が
此
等
の
農
業
纏
審
如
何
な
を
徴
表
に
基
い
て
設

宅
た
か
墨
寵
さ
れ
て
論
い
呈
、
薯
の
姦
援
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
擾
難
域
藁
積
う
グ
㌻
・
、
葦
暴
績

恣
懸
的
な
右
の
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ヴ
苛
イ
ベ

ル
も
ラ
ウ
ル
の
農
業
地
帯
は
地
理
畢
的
に
ぱ
失
敗
に
絡
っ
て
屠
る

こ
ど
を
認
酪
τ
居
る
。

　
こ
の
黙
に
於
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
ヤ
ヒ
ト
の
力
法
を
基
礎
に
し
て

諮
る
が
、
更
に
農
業
維
蔚
を
ば
」
…
つ
の
有
機
的
憂
事
と
看
出
し
、

農
業
現
象
を
個
々
の
維
螢
、
部
門
の
緊
密
な
相
五
依
存
關
係
．
志
し
て

掘
薫
せ
ん
と
す
乃
ア
」
レ
ボ
ー
　
（
〉
。
邑
）
o
。
）
、
畢
派
の
考
ぺ
を
取

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
》
●
　
「
一
、
騎
∩
剛
μ
ゆ
一
闇
路
N
⑦
軌
鴨
）
で
あ
凝
Q
．
即

入
れ
忙
の
は
チ
等
サ
ン
ぜ
フ

ち
チ
出
リ
ン
ゼ
ブ
r
は
ヨ
潅
蹴
ッ
パ
τ
ロ
シ
ア
の
農
業
．
地
域
を
醜
∵
旧
す

る
た
め
の
二
つ
の
試
み
を
漁
舟
ル
で
屠
る
が
．
そ
の
錦
一
の
試
み
、

．
と
し
て
は
、

　
　
1
、
利
附
耕
地
に
遇
す
る
不
勅
用
耕
地
の
割
脅

　
　
2
、
総
耕
地
に
封
ず
る
休
閑
地
の
割
合

　
　
3
、
．
．
総
栽
増
僻
積
に
封
ず
る
飼
料
草
地
の
割
合

　
　
亀
、
緻
栽
培
厩
積
に
了
す
る
穀
物
栽
培
地
の
黒
く
μ

　
　
　
　
　
ざ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
じ

　
　
5
、
輪
栽
増
累
積
に
封
ず
る
繊
維
作
物
栽
培
地
の
風
合

　
　
6
、
栽
培
価
積
に
参
す
る
大
家
畜
頭
数
の
鮒
合

　
　
乳
大
家
畜
頭
饗
に
撃
皐
頭
激
の
購
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
蘂
凱
＋
一
．
巻
第
等
韻
饒
驚
二
聖

（27）



　
　
　
　
鰹
筑
來
地
域
　
に
闘
灘
す
る
エ
ン
グ
ル
プ
レ
ヒ
ト
の
轟
羅
欝
脚

　
r
8
、
．
大
家
畜
頭
数
に
勤
す
る
豚
頭
数
の
鋼
合

　
以
上
の
徴
表
を
相
互
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
構
造

型
と
し
て
の
饗
業
地
域
を
設
定
し
更
に
第
二
の
試
み
と
し
て
、

　
」
1
、
大
家
畜
全
頭
数
に
封
ず
牝
牛
頭
数
の
割
合

　
　
2
、
強
民
今
入
に
封
ず
る
牝
牛
頭
徽
の
公
事

　
・
3
、
大
家
畜
百
頭
に
封
ず
る
豚
頭
数
．
の
割
合

　
　
4
、
大
家
畜
露
頭
に
封
ず
る
羊
頭
、
数
の
割
合
「

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
5
、
総
栽
培
面
積
に
到
す
る
飼
斜
草
地
の
割
合
・

　
　
6
、
総
栽
培
累
積
に
封
ず
る
霧
耕
作
物
ハ
嵩
p
6
艮
急
夢
搭
）
栽

　
　
　
　
培
地
の
割
合

　
チ
エ
リ
ン
ゼ
．
フ
は
ご
の
第
二
の
場
合
に
は
沖
更
に
此
等
の
徴
表

を
総
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
↓
夫
々
の
農
業
地
域
の
農
業
集
約
度

を
を
知
る
江
め
の
量
的
な
尺
慶
と
な
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト
が

殆
ん
ど
濁
れ
る
と
こ
ろ
の
な
か
っ
た
農
業
集
約
度
の
關
係
を
新
に

導
き
入
れ
よ
う
と
な
し
て
厨
る
。
ま
忙
未
公
刊
で
は
あ
る
が
、
ヴ

γ
イ
ベ
ル
の
著
書
に
引
用
さ
れ
て
贋
る
ベ
セ
、
ル
ナ
ー
（
閃
・
ぎ
・
・
c
》
．

　
　
　
　
　
⑭

◎
毎
¢
）
め
論
丈
に
依
れ
ば
、
　
ベ
シ
ほ
ル
ナ
ー
は
土
地
利
罵
此
率

（圏

窒
ｬ
露
属
窪
く
。
｝
似
写
ε
…
耕
地
。
永
久
輩
地
袖
休
閑
地
等
の
各

　
　
　
　
画
聖
＋
暗
巻
　
鐵
「
予
照
號
、
二
八

種
土
地
利
用
地
無
の
欝
積
此
率
！
及
び
栽
増
比
率
（
〉
書
き
く
？

疑
葺
三
総
）
i
一
各
種
作
物
の
栽
培
面
積
雄
李
ー
ー
の
關
係
に
よ

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
お
農
業
綻
螢
方
式
の
塊
理
的
分
布
を
決

定
し
て
居
る
Q
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
併
じ
ス
ッ
デ
ン
ス
キ
レ
（
O
・
誓
＆
豊
雛
ξ
）
の
批
判
に
從
へ
は

要
す
る
に
チ
エ
腸
ン
ゼ
フ
や
ベ
ジ
．
ル
ナ
ー
の
如
き
方
法
は
、
農

業
饗
の
各
部
門
に
於
の
農
爾
難
を
明
か
に
し
得
て
も
、

農
業
生
産
の
纏
濟
墨
譜
造
を
把
握
す
る
に
は
適
切
で
な
い
と
論
じ

τ
居
る
。
即
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
、
、
農
業
生
産
の
地
理
的
な
型
を
最
も

瞭
が
に
糞
せ
し
め
る
も
の
は
集
約
度
で
あ
る
が
、
集
約
度
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

．
用
さ
れ
た
費
用
に
落
す
る
軍
黒
鼠
積
習
り
の
土
地
の
経
濟
的
発
能

力
と
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
軍
受
認
積
磨
り
の
生
産
費
を
計
算

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
測
矩
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
チ

エ
リ
ン
ゼ
フ
の
宥
っ
た
集
約
度
の
改
定
の
如
き
は
、
直
畳
的
な
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ン
ベ
カ
ン
テ

定
を
基
礎
に
し
鴬
、
夫
故
に
一
つ
の
不
可
殉
物
が
詠
め
不
可
知
物

に
よ
つ
て
表
さ
れ
て
み
る
に
…
避
ぎ
な
い
純
然
た
る
姿
意
的
な
評
慣

方
法
で
あ
る
と
秘
し
・
、
彼
は
響
発
幾
の
募
の
嘉
と

し
て
、
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遭
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農
業
生
薦
の
集
約
度

　
r
2
、
耕
種
と
牧
、
畜
と
の
割
ム
ロ

　
　
3
、
農
業
奈
器
に
賦
す
る
農
耕
（
じ
づ
喜
巳
、
⑦
9
・
げ
。
ぎ
・
色
及

　
　
　
・
び
牧
畜
の
各
部
門
の
鋼
合

　
　
4
、
市
場
向
、
諸
諸
生
産
物
・
（
ヨ
ヨ
，
ぎ
｛
＝
》
2
，
⑳
焦
三
蓄
。
）
の
粒
度

　
　
　
　
及
び
そ
の
灘
成

　
ス
ヅ
デ
ン
ス
キ
レ
は
以
上
四
つ
σ
徴
表
を
凡
て
貨
幣
、
懐
値
に
よ

つ
垂
ρ
－
盈
霜
忍
紅
藻
て
乳
潜
艦
誉
呼

び
米
國
の
農
業
地
域
の
建
前
に
利
用
し
て
居
る
が
、
、
ブ
リ
ン
ク
マ

ン
（
．
一
、
Q
｝
W
ユ
三
臼
蜀
嵩
瞥
）
を
蓮
べ
一
て
居
る
郊
く
、
農
業
集
約
度
と
農

業
綻
醤
方
式
の
異
同
が
農
業
を
分
つ
最
も
重
要
な
基
礎
で
あ
る
と

す
れ
嘱
ス
ツ
デ
ン
ス
キ
あ
方
法
は
農
輩
域
設
定
の
墓
と

し
て
は
確
か
に
優
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
聯
し
ス
ツ
ヂ
ン
ス
キ
コ

が
此
等
の
四
つ
の
徴
爽
を
如
何
に
綜
合
亙
て
ロ
シ
ア
及
び
米
國
の

農
紫
地
域
を
設
定
し
た
か
は
充
分
明
瞭
に
さ
れ
て
層
な
い
。
伽
ち

以
上
の
四
つ
の
微
表
よ
り
み
て
、
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果
、
七
て
距
ハ
虞
に
よ
て
・
…
、
定
の
類

似
性
奢
す
亀
域
を
謝
し
得
江
で
あ
ら
つ
か
。
、
．
あ
讐
拳

て
如
触
禽
袈
を
決
定
す
る
か
と
醇
美
題
の
外
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の
選

　
　
　
　
襲
業
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讃
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さ
憂
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何
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業
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得
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云
ふ
問
．
題
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じ
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若
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農
業
の
最
も
軍
要
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擬
懸
垂
展
殺
度
、
集
約
度
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馨
維
織
豊
は
砒
倉
同
種
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が
相
共
通
す
る
聯
關
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有
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潜
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も
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と
す
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唯
；
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徴
表
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勿
論
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開
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．
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